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1緒 言

ヨ

 R6ntgen線は1895年11月當時Wlirzburg大序の實験物理學敏授であったWilhelm

Konrad RδntgQn に依って套見され，賢哲馨學上に鷹野されてから僅に四十籔年を

経た借りであるが，共の性能は誠に一大驚異であって，現在に於ては馨學上許りでな

く伊野，工學等町回される範園は極めて廣汎なものであるD殊に欝學界に封ずる

R6ntge11線（R線一以下之に傲ふ）の寄與は目悩ましく c‘Keine Medizin ohne

R6ntgen！”と迄極言される現在に到達して居るのである。

 余は玄玄に機會を與へられたのを幸ひ，最近のRδntge11讐學界に就て若干述べてみた

いと思ふのであるが，それには量的と治療に亘って述べる必要がある。併し紙面の都

合もあYsので今同は其中診噺界の現況に就てのみ概略を申蓮べ，治療の方面に就ては

次の機會に譲り度いと考へたQ

礼装 置 一 般

 扱R6ntgen診断を述べるに當っては同時に最近のR6ntgen i装置に就て一鷹述べ

なければならぬ。即R6ntgen装置の四達は直ちに診断の進歩を招來し，叉診断界に於

ける新しい要求は，直ちに器械の進歩改善を促進する事と成り爾者は實に緊密な關係

を保って居るからである。此關係は治療方面に於ても全く同様である。現在の装置は

何虚迄稜達したかと云ふ事を述べるのであるが，順序として先づ過去の欺態を極簡輩

に述べてみたV・と思ふ。

 R線が電磁波であることは誰でも良く二って居る事であるが，その波長は660△軍

位（，4ngstrOtn－Einheit rオンダスト・一ム」輩位）から0．06A輩位迄である。その
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2 島津＝最近「レントゲン」診蜥界の趨勢

内讐墨に用ひ．られるのは大艦2．oA三位以下のもので，皮膚科領域aj表面治療に用ひ

られるのが一番長く，次は診噺及び表在性治療に用ひられるもので，深部治療に用ひ

られるものは最：も短く，O．15A三位内外のものである。

 次に斯の様なR線を彊生させるのにはどうするかと云ふ事であるが，之には最：も能

率良くR線を褒生する管帥ちR6ntgenrδhle（「レントゲン」管球）を用ひるのである。

この管球に直流高麗電流を通じて陰梅線（Kathodenstrahlen）を稜生させ，更にこの

陰極線を封陰極に在る三三に集合衝突させる事に依って一部分の「エネルギー」が，

R線「エネルギー」に奨回し，始めてR線の獲生をみるのである。

 吾人に供給される電流は低塵交流を常とするから之を直ちに管球に通じる事は出來

ぬ。其庭で回歴を三三とする爲には高回歴獲塵器を要し，交流を直流とする爲には整

流機を要する事になるのである。

 以上の高二二二二器，整流機，R6ntgen管球等を総稽してR6ntgen稜生装置と謂

ふ。

  A高電気七三器Transfomator

 R線を獲生させるのには非常に大きV・運動量の攣化が必要であり，少なくとも40K－

V（4萬「ヴォルト」）以上の高電話を管球に與へねばならない。治療殊に深部治癖に

用ひるR線は最も短V・波長のものを必要とし，短V・波長のR線を獲iる爲には一層大き

い蓮動：量の攣化を要するから，從って其際使用される高電墜憂墜器は最も容量の大な

る事が必須條件となるのである。其故現在では500KV或は其以上の容量を持つた攣

塵器の製作が行はれて居るのであるが，診断の場合には前記の通り其程多くの容量を

必要としないので大膿100KV（10萬「ヴォルト」）を最：大使用二二として居る。

 攣塵器は一次線輪，二訳三輪，回心より成るが，この鐵心は電流によって生する磁

力線の攣動に敏速に順慮出來る様に，薄V・軟鐵板を組合はせてあるものを用ひるQこ

の上に絶縁した太V・銅線を少数捲いて一訳線輪とし，之と鐵心との間は遽當の絶縁材

料を以て完全に絶縁してある。街この一次二輪の上には絶縁した細V・銅線を無藪に捲

きつけて之を二次線輪とし，三者の闇も亦完全に絶縁を保たしてあるし斯くして捲き

上げた塗三二は一度眞室内に入れ，極小さな問隙内の室氣をも吸ひ出し，内部迄絶縁

油を浸入させ，更に絶縁油を充たした油槽に牧める。

 伺一次三三と二次電歴との比は三線輪の毬敷に正比例する故，雨者の巷歎と供給電

LK｝F／とが既知なれば，容易に二次電1堅を算出する事が出來る筈である。二次電墜を調節

する場合二次側で行ふのは二二であるので，以前は一次側で階段式に島島して居ったQ
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島津二最近「レントゲン」診噺界の趨勢 3

（軍蜷二品器叉は抵抗を入れる事に依り）然し乍ら最近では補助輩肉漿膵器を併用す

る事になり，無階段式に心志微細に調節が出生る様になって居る。

 以上述べた説話器は從來一ひられた様式のものであるが，此の墾墜器を用ひて大電

流（例へば1000Milliaml〕・）を厨聞に通じる様な時には，どうしても瞬階庸墜降下が

著しv・のである。旧歓黙を補ふ爲に，三相交流劉堅器が近年製作さit／た。この憂塵器

は3つの交流が，各々1／：sCycleだけ遅れて順次現はれる様に設計されて居るもので

稜電機の温言子が120度忌忌した時に，第2波が現はれ，更に120度帥ち240度廻面

した時に第3波が現はれる様に成ってみる。

               第  一  圖
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三粗交流装置

 この三相交流攣簾器に於ける結線には，星結線Sten1－Schaltu119と，△一結線Delta－

Schaltnngとがあるが，各々に就ての詮萌は省略する。この攣歴器に於ては，6個の

整流管で整流し，位相のすれで居る三つの交流を全波整流して，6個の波を重ねたも

のであるから，二次電瞳の波形は著しくZISL滑になり，現在では遠距離瞬間撮影の目的

に使用される最高の診断装置であるQこの三相交流歯面器に湿し，既述の憂墜器は輩

波であるから，輩相交流攣墜器と稻へて居る。

  B  整三充機 Gleichrichter

 鳥屋，三相の何れを問はす，憂堅器から二次電駆となって出て來たものは，絡べて

交流の高電墜電流であるから之を治乱油球に導く事は出來なV・。印ち交流を直流にせ

ねばならぬので，斯の目的を果たす爲に整瀧機が必要となる課である。尤も鼓に一寸

断って置かねばならぬ事は，獲生装置の或種のものでは全然この整流機を備へて居な

い事である。例へば野戦病院用，或は往診用の如き携帯用「レントゲン」装置等の場
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    第  こ  圖

各種結線様式に於ける電燃の波形
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島津二最近「レントゲン」診茜界の趨勢 5

合である。何故この種のものには整流機を備へて居ないかと云ふと，其は：R6ntgen

二三を以てR線を獲生させるのと同時に，他方整流機としての機能をも司らせるので

あって，特定の整流機を備へて居らぬと云ふ事は，決して整流と云ふ事がこの種の装

置では不必要だと云ふ事を意味するものではなV・。この黒占誤解無き様に願ひ度い。

 整流機とは今中した様に交流を直流に直すものであるが，之に次の二種類があるQ

  機械的整流機Mechanischer Gleichrichter

  電氣的整流機Elektrischer GIeichrichter（Kenotron oσ． Glifhventil）

 整流機に依って整流された直流を管球に與へると，常に一定方向に電流が流れる事

になり陰極から陰極線の二階を見るのであるが，若しも管球に反封方向の電流部ち蓮

電流を通す時は一Lh一殊に瓦斯管球の場合一陽極からも陰極線が獲生して管球各部に

障害を起すに至るのである。其故逆方向の電流は遮断する必要が有る。而して此際逆

電流を遮断したものを「牛波整流一jと稻へ，更に一歩進んで廼電流の方向を憂更し之

を利用する構造のものを「全波整流」．と稽へる。（波形圖参照）・

 この牛波整流，全波整流は共に機械的整流，電氣的整流の各々にある形式であるが

全波整流の方が一定の瞬闇に獲生するR線の線量が多い事は云ふ迄も無い事である。

 以上の二種（機械整流と電子整流）の中，古くから用ひられて居たのが機械整流に

依る型式の稜生装置である。 この種の1装置に於ては調「警部は同期電動機 Synchron－

motor丈けであるから調整は簡軍であり，誤用が無ければ故障勘く長期間の使用可

能で維濟である。然し乍ら次の下鮎の如き歓鷺を持って居．る0

 1 整流子闇の火花放電による電墜降下。之は瞬間撮影をなす場合非鴬な障害とな

  る（最大歓黙）

 2 整流｝の廻榑による喚音

 3 火花放電により「オゾン」や「ニトロ」瓦斯を生じ無線電信，「ラヂオ」等に悪影響

  を及ぼす

 三等の欲黙は日常，装置の運用に下り不便且不愉快である。故に之等の歓鮎を補ふ

爲に種々の研究が行はれ，その結果電氣整流機帥ちKenotrOnが近年用ひられる檬に

威つたのである。Kenotronに於ても亦多少の欲黒占は止むを得ぬ所で，其中最も著し

い事はこの種の装置は設備費も経常貧も大なる事であるQ電氣的整流のものでは動く

部分が無）・爲に，故障は少なV・が併し一方Kenotronに於ては加熱電流の調整が必要

であり，又繊條が切れ易いので操牢良うしきを得ない時は壽命短く多くの維費を要す

るのであるQ之等の歓黙を除けば機械整流に於ける様な歓黙は無V・ので窺に好都合で
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6 島津＝最近【レントゲン」診蜥界の趨勢

あるから，現在に於ては殆んど緬べての装置が電氣整流を探用するに至った。

 妓でKenotron整流管の構造，機能に就て極簡軍に述べ度）・oこの物は後述する熱

陰極「レントゲン」管球帥ちCoolidge 一 R6hreと同一原理で作成されて居るのである。

但し使用目的の上から管球の様に熱電子を焦鮎上に集める必要が無V・ので，是を陽極

全艦に分散させて置く。更にこの管では陰極繊條を充分に太くし加熱電流を大きくし

て，多量の電子が獲生出來る様にしてあるので，爾極間内の電墜降下は少ない事に成

る。爲に攣塵器からの電墜は殆んど共儘R6ntgen管球に與へられる事と成り能率上

好結果となるのである。

 さてその機能に就てであるが，今整流管の爾極に，憂駄器ヵ）ら二次電塵となって出

て來た高電塵交流がかかり，陰極が陰電堅，陽極が陽電墜になった瞬間，陰極に獲生

する熱電子は同性幣電の陰極から反揆され，異性帯電の陽極に吸引されるのである。

次の瞬間には整流管に反封の電塵がかかるのであるが，この際熱電子は，その獲二極

が陽電極となる爲に吸着され從って通電しない事となる。かくして整流管は一定方向

の電流丈けを通過せしめ，逆電流を完全に遮断して整流の目的を達するのである。

 整流管宇波整流 R6ntge11直球と直列に整流管一・個を用ひ逆電流を遮断する。

 整流管全波整流

   四個の整流管を用ひ蔓駆器の二次端子から各ご個の整流管を溢方向に接賦す

   る。この場合は正負の爾波を利用すると共に攣民器の全電駆を得る事が出來る。

   之をGr蕊tzの結線様式とV・ふ。

 三相交流装置

   この式のものに就ては攣墜器の項で述べた通りであるが，六個の整流管で整流

   し六個の波を重ねたもので，波の形は非常に手滑となる。

  C瞥球ROntgenuljhre

 四球はR線三見二時はC…ksr6h・e を用ひて居ったのであるが・共後該線を最も

有効に放射せしめる爲に瓦斯四球Gasr6hreが三三され・以來相當期閻に亘って瓦斯

管球が使用されて來たのである。然し乍ら瓦斯四球はその線護生の原理からも容易に

推測出來る様にkonstantに機能を示させる事が非常に困難であり・又一方長時間の

連績使用にも耐える事がむつかしい。其故此の二つの難黙を打破する爲に多くの研究

が行はれたのである。

 1913年（大1E 2年）米人Coolidgeは遂に此問題を解決する事に成功した。氏は瓦

斯管球とは全く別な原理を基礎として薪しい管球自PちGasf， eier6h re（無：瓦斯管球）の
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島津＝最近「レントゲン」診噺界の趨勢 7

製作に成功したのであるが，之は瓦斯三酉の短所を剰す所なく補ひ得たのである。こ

の功績に依りCoolidgeも亦R6ntgenと同様に「ノーベル賞」を受領して居り，此

四球をCoolidge－R6hreと繕へて居る。

 瓦斯管球に於ける難球内微量瓦斯の「イオン」化に封し，Coolidge管球に於てはGltih－

elekしron毒口ち熱「エレクトロン」を，陰極線護現の基礎とする關係上，この管球に依る時

は常tC konstantに操作する事が出來，且叉非常に長時間に亘って同一條件を保つ事

が，容易に可能なのである。斯の管球の獲明に糠りR6ntgen學は一時に長足の進歩

を遂げたのであって，診断界も勿論ではあるが，彼の深部治療の如きものは此管球在

ってこそはじめて可能となったのであって，實に偉大なる呼唱である事は言を潤たぬ

所であらう。四って瓦斯皆野はCoolidge l管球の出現によ．り，著しV・其の性能の差異

から現在に於ては特種の場合にのみ使用され，一般市場から其の姿を清すに至ったの

であるG

 上述の如くCoolidge管球に於ては，熱「エレクトロン」を稜生させる事が，Rδntgen

線を放射させる際の前提早早6’ある。この爲に鞘管球に於ては種類の如何を問はす，

陰極には必ず「タングステン」繊條を設け，之を適宜加熱して熱「エレクト・ン」を獲生

せしめるのである。蛇形焦黙Spiralfokusの挙挙に於ては，此「タ．ングステン」難中

は樹形に巻かれ（この雀き方如何に依って鈍，鋭各焦鮎が分れる）之を牛球形の陰極

板が周團から覆ふ如く設置してある。熱「エレクトロジ」はこの繊條の加熱によって

獲生し，此牛球形の陰極の同性斥力を受けて陰極線と成り，途に樹陰極面上の焦黒占に

集合衝突し，一部分の「エネルギー」がR線に攣換するのである。

 省圓形焦黒占に憎し線釈焦黙Strichfokus，（Linefocus）があり，この場合繊條は線状

に張られ，長方形の陰極板によって覆はれてるる。線状下塗の方が圓形焦黙のものよ

り繕物の殿損される事が聴く，賞用されてるる。

 弓形焦黒占にも線状焦黒占にも鋭，鈍の二焦黙を同一管球に備へた二重焦黙のものが有

るが，この場合には繊條が二つ並んで設けてあるので，之によって一個の蹴球により

透視，撮影を行ふ事が出廷，叉他方，普通撮影（例へば骨組織の如き）と共に瞬間撮

影用にも用ひられ至極便利なものである。

 現今ではCoolidge四球に於ても声明當時とは全：く外槻を異にする程に護達し最近

に過ては・Siemen・齢ヒのP・・亡h・x， M茸lle・飾ヒのR・th・lix管球の様に1矧皆野， Eロ

ち墨黒占Brennpunkt（Fokus）の部分を一種の方法で廻轄させるもの迄も稜費されてみ

る。之等は焦鮎に於ける過熱を避ける事が出來る爲に，焦黙面積を極めて小さくする
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8 島津二最近「レントゲン」診断界の趨勢

事が出來，從って鮮明な寓眞を得る事が出來るのである。

 次に記録の：形であるが，創め「フラスコ」型であった全く球形の管球が昨今硝子の

研究が進歩して，二品的の性質，及び眞空に堪えると云ふ二つの方面から都合の好V・

性質を持つた硲fが造られる様に成り，其結．果：管球の直律を比較的小さくしても良い

様になった。爲に高這は球の形から1管の形．」に攣化して來たのである。

第三三圃 遮閉式制球

艦
翻誕．

   痢繭．一

滋麟一幽潜
 さてR線は直球から放射される場合に焦鮎からあらゆる方向に向ふのであるが，臨

床的に利用される，利用糸泉誰は一小部分に過ぎぬ。）故に近年はこの利用線鑑のみを一

定の小窓から放射せしめ，他の有害無谷のR線を遮へぎつた直球を作って，R線によ

る災害の一部を避ける様に成った。之を遮閉式山回Strahlen－Schutzr6hreと構へてる

る。

 更に管球の容量は如何と云ふ事に成るのであるが，當初漸く50－60Millamp．位6

あったが，當今では500，1000Milliamp．と成り，2000－3000 MilliamP．と云ふ

管球さへも，どしどし製作されて居る。但し）ig邦 6・は｛無氣の多V・關係から，只今では

先づ最大1000Milliamp．1立迄の物が實際に用ひられてるる。斯の様な大電流を流し

得る管球が何故要求されるかと云ふのに，以前は骨，鰹節等非動性の封象を撮影して

をつたが，漸次肺臓，心臓，胃陽気の如き可動性の臓器を封象とするに至り，從って

瞬聞撮影と謂ふ事が烈しく要求される様に成ったからである。同じく瞬闇撮影と云っ

ても既往に減ては1秒或はワ2秒もかかって撮影して居たのである。然し現在に於け

る瞬間撮影と稻へるのは，本俸の瞬間に撮影を行ふもので1／。・・o秒，1／100秒と云ふ様

な極く短時間に撮影し，而も封象物の陰影を希望通りに出現させ様と期待するのであ

る。

 鍬象物を豫胡する様な，満足な條件を具備した影像として現はす爲には，R線のrエ
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島津；最近「レントゲン」診噺界の趨勢
9

ネルギー」は必らす適當な量を必要とするのであるから，勢ぴ三三に流れる電流，部

ちMiUiamp．を大にする事が歓くべからざる要素と成るのである。庇目的を正しく達

成させる爲には，曝二時聞を正確にする爲に，精密なる「タ／マ・一」を必要とする事

は之二言を侯たぬ所である。

 鼓に於て「タイマe一、」にも亦，種kなる進歩改善が要求され，その一つとして「■

ンパルス，タイV一」と云ふ檬な交流の「サイクル」を封象とした「タイマー」が出

現ずる様に成ったのである。

 この様に「タイマー」は逐次精巧なものが表はれて來たけれども，之に接回して居

る「ミリ電流計」に至っては未だ必ずしも完全とは云へなV記紀であった。即ちR

線獲生装置が漸次大容量となり其の結果，撮影時問は愈k短縮さる判こ至ったが，

（i／i。。一i／IL・。秒）從來の「ミリ電流計、を二っては此の様な場合，正確に通過電流を測定

する事は全く困難である。斯の檬な短時聞の場合に1’よ管球には實際に相當大きな電流

が通っても，「ミリ電流計」は広く僅かきり振れないか，或は少しも振れぬ様な事に成

るのである。

 つまり「ミリ電流計」の可動部分には柑當な慣性がある爲に，回路に通する電流の

回忌に慮じてその大きさを「遽示」する裏が不可能な爲，撮影の際に指示した「ミリ

電流計」の敷値は，實際の二二では無V、事に成る諜である。

 併し乍ら管球保護の立場から，定格容量を超過する様な使用は絶封に許されぬ事で

あり，叉一方爲眞撮影を正確に（同丸心を容易に反覆出訴る様に）する黙から考へて

も，管球を流れる瞬間電流を正確に測寒する衷は，實際上山も重要なことである。從

って「タイマー」の改善と同時に他方，この瞬間電流を正心に測定し得る計器の出現は

要望され，その結果「ミリアンペア心計」Sekundexmeterが登場するに至ったのであ

る。

 「ミリ電流計」に於ては流れてみる電流そのものを指示尽るのであるが，乙の「ミリ

アンペア二三」は一種の三二二流計であって，「通過した電流と，流れてをつた時間

との積，鄭ち電量を示す」様に出來てるる。電量は電流と通過時聞との積であるから，

電流通過の旧聞が判って居れば電流は容易に知る事が出來る。

 以上順次述べて來た様に，湿生装置の二三は眞に日進月歩の實朕で，容量の壌加に

ともなひ各附属器も盆々複雑精巧を極め，診断界に貢献する二二だ大となったのであ

る。然し乍ら斯く複雑微妙の装置は又設備費も嵩み，，且は其の運用上にも叉多少の困

難を伴ふ場合も有り勝ちである○
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10 島津＝最近「レントゲン」診断界の趨勢

 其塵で叉舷にi装置に絶して一つの改革が企てられたのである。即ち蓄電器放電撮影

装置の叢表が之である。本装置は攣座州の三生電流を直接管球に通する：方法と，一旦

これを蓄電器に充電し，之を一墨に放電させ，瞬間的に大電流を通する方法との組合

はせに成るものである。

 この装置は 1）電源容量が少なくて足りる事，2）「ミリ電流計」「タイマー」等が全然

不必要である事等が特徴である。この場合蓄電器の容量が一定であれば，充電々堅に

よって「ミゾアンペア秒」は定まり，管球加熱電流によって放電時間が決められるか

ら，瞬間撮影も至極簡軍に行ふ事が出門るので，本装置は今後相當の普遍性があるも

のと推察してみる。

  D 防電撃Shockproof

 装置に於ても管球に穿ても逐年その容量は増大して來たが，之等の器械を流れる電

氣容量は非常に大きく，且高四物であるから，之に人置が直接燭れる事は絶封に許さ

れぬ事で，若し不注意に取扱ふ時は非常な不幸が必獲する事を，常に念頭に銘記して

置かねばならぬ。

 蝕に於て次に述べ様とする防電撃装置が自然の要求として考案され他：方災害豫防の

三二を見るに至ったのである。

 防電撃はShockproof或はTutosyst¢mなどと謂はれて居るが，その意味は次の通

りである。帥ち器械及び管掌に電氣が流れてみる際に，二野人膿が之に潤れても全く

危瞼が無V・と云ふ裏である。然らば此の防電撃にはどの様な装備を施すか？

 先づ管球に於ては適斜な電氣的絶縁物の中に，R線を吸帰する様な物質，例へば酸

化鉛を混入した様な物質で管球の外側を覆ひ，R線が限られた一方向に丈け放射する

様に，窓を椿へた四球を製作するのである。叉同じ目的の爲に管球を金厩の箱の中に

納め，内壁に適當の厚さの鉛を張り，箱の中に油を満たす（絶縁の爲）のである。之

を油浸管球と云って居る。さてこの様な管球が製作された事は，二つの利釜を持つの

である。

 その一は不必要な部分に照射されるR線は総べて防止された課であって，R線に依

って受ける災害は斯の管球に擦って相當に防止されたと考へて宜しいと思ふ。

 その二は電氣的絶縁物質を以て管球を被覆し，その金属を「アース，iして丁令人膿が

之に燭れても危瞼が無いと云ふ虚まで獲達した事である。，

「此事は管球許りでなく獲生装置の方にも，この観念は當然波及し，高墜の線には適

當な絶縁性を持つた「ケーブル」を使用し，この二二7）線を包埋する事が行はれる様
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島津一最近「レントゲン」診闘界の趨勢 11

になった。最も進歩した防電撃の装置に於ては，高歴の電源を獲生する攣膣器も，R

線三三も共に金魚の油槽の中に納められ1該油槽は「アース」して假に外の箱に人が

接腸しても六二危瞼の無い様に完全な防電撃の方法が獲達して來たのである。

 防電撃に減て述べたので序乍ら災害豫防に就て若干隅れて置き度v・。

 R6ntgen災害豫防に滅しては三つの貼を顧慮せねばならぬ。

 帥ち，1「フィルム」の火災濡鼠

    2 R線に依る災害豫防

    3 高墜電氣に封ずる災害豫防

等である。之等に就ては昨年の本學會総會に於て余等が既に述べたのであるが，災害

豫防に就ては，R線を所謂忌門的に取扱ふ者点りで無く，総べての人がよく諒解して

置くべき事柄と考へる。

 因みに本邦に於ても直証の護達に俘ひ，又災害出身に翼する一般認識を必要とする

に至ったので昭和十こ二年八月内務省令として「診療用エックス線装置取締規則」の獲

令を見，同年九月一日から施行されたのである。該規則に就ても一三の解繹を述べる

必要があると思惟するが，今山はあまり煩雑になるので他日を期し度V・と思ふ。

皿造  影  法

 造影法は氣管枝，血1管をはじめ脊腿，臓，漕化器管，肝臓，脾臓，血忌，腎孟輸尿

管s膀胱，尿道，子宮卵管，末梢神維等殆んどあらゆる臓器に亘って施行せられてる

る現在であり，常態で投影せぬ臓器の大部分に忘して實施されると云ふも敢えて過言

では無いと思ふ程に獲達して居る。

 本法の目的は，所定の造影剤を用ひ，生農解剖學的状態を槍索し様と企書して居る

のであって，普通撮影法に依っては観察不充分なる臓器，或は全く観察不可能なる朕

態の臓器に封して行はれるのである。故に本法施行に際しては必らす適態した造影剤

によって前編置を施し，（師ち被槍臓器に封ずる造影剤の心入）然る後に撮影すると云

．ふ事を原則とする。

 造影剤として最も古くから用ひられて居るのは，彼の浩化管系統に用ひる硫酸「バ

リウム」製剤であるが，この他相當以前から用ひられて居るのは，沃度「ナトリウム」

の水溶液（JNa）或は同じく沃慶を植物性の油に溶かしたLii）ijodol， Morjodo1等が

あり，之等は腎孟輸尿管，膀胱の造影（PyeIographie， Cystographie），臓室，脊髄の

造影（Encephalographie， Myelographie），子宮卵管の造影（Uterosalpingographie），
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12 島？li ・・最近「レンFttン」診臨界の趨勢

旗管探索（Fisteluntersuchung）等に常用されてるる。

 Bronchographie， Angiographie， Neurographie等は後述のKymographie， Tomo－

graphieの際に一層診断の確實性を獲る爲に濡々行はれるものであり，且又他の造影

法よりは比較的近年に創められtd方法である關係上，極心軍に記し度v・と思ふ。

  A 氣管枝造影法：Bronchogra墾hie

 前庭置として塞腹時を撰ぶ。術前10－15分前にPavinal－Atropin 1．Oc．eを皮下に

注射するが，咳漱ノ）ひどV・時にはPantopon－ScoPolam in・ O．3c．c．位を注射する事もあ

る。

 造影剤としては通常Lipijodol叉はMorjod。1の沃度含有量40％のものを20－40c．c．

使用する。

 術式：方法はtg ’kあるが，誌面上注入法が最も繕賜されてるる。注入に當っては特

殊の注入器を用ひるのであるが，患者は坐位又は側臥位にして，咽頭舌根部，就中會

厭軟骨及び面詰をCocainに依って麻痺させて置く。次1こ適量の造影齊1を満たした注

入器の尖端を，聾門の間隙上に持って來て，沃度油を極く徐舛◎商下させる。

 注入時患者には安心を與へ，静かに深呼吸をさせて置けば宜しく，注入が絡って3

－5分後に撮影を行ふ。

 本法は高度に衰弱して居る患者，心臓，腎臓，肝臓等に病毒ある者，叉は増悪性の

結核患者，Basedow氏油鼠には禁忌とされて治る。

 適慮＝肺結核，肺膿瘍，肺壊疸，氣管枝機雷症等

 本剤は純沃度を用ふる關係から，極微弱乍ら注入された局所の消毒作用も認められ

結核患者，肺壌疸等の患者は非常に氣分が爽快になると云ふ。

  B 血管造影法Angiographie

 本法は造影剤として從來Thorium製剤である Thoriumdioxyd帥ちThorotrast

が最も優秀とされて居った。然し本剤は操作後，網状内面細胞に詐取貯藏され，長期

に亘って淺存する事，又一方操作中若し切踊創面に漏れた場合Wundeの治癒を害す

ると云ふ欲黙がある。故にむしろ蕾い方法ではあるが，JNaの130％溶液の：方が却

って安全であると禰揚されてるる。叉22％jodのMethylester（40c．a）を賞用して

みる人もある。

 大騰Pro－Kilo 40・c・以下ならば先づ危瞼を俘ふ事無しと云はれて居る。

 術式：局所麻醇のもとに切開して目的の動脈を露出ぜしめ，造影剤約2α鳳位を注

入するのであるが，注入法には動脈本幹注入法と，小枝注入法とがある。共に注入時
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島津＝最近「レントゲン」診臨界の鰯勢 13

局所の緊張感，知畳異常感を畳えるのを以て限度として居るが，本法には決して危瞼

は無V・とされてみる。

 注入量が多過ぎる場合，叉は注入速度が飴りに徐々の時は造影剤は毛細管を維て門

脈に移行し，爲に影像が著しく複雑とな1），診蜥に困難を來たす場合がある。從って

造影剤の注入が三つた瞬間に直ちに撮影する必要があるのである。

  C 紳維造影法 Neurographie

 本法は1928年Nlkdajeff及びRubinsteinに依って試みられたが，翌年には我國に

於ても行はれ，舟岡，山田，緒方，齋藤二等逐次研究を套表されて居る。

 造影剤としては同じくThorotr餓を用ひ，槍回し様とするNervenscheideに0．5

一一P・Oo．cを注入するのである。此場合一滴のMethylenblauを添加すれば宜しく，注

入に當っては瞳を湘へすに徐々に行ふ事が必要である。

IV R．dntgenkymographie「レン1・ゲンキモグラブィー」

 「レントゲン」醤通撮影法による影像は，内臓の一瞬間に於ける欺況を示すのに過ぎ

す，被検内臓の蓮動三態を識る爲にはR6ntgen透硯に櫨るより外は無かったのであ

る。

 さて透覗によって槻察された影像は，之を其儘記録する事は不可能であるから，「パ

ラフィン」紙等に複爲するか，或は透説像の槻察者が後刻その現象をSchema或は言

語で記録して保存する外は無かったのであるQ從って此場合透硯者の主観的判断がど

うしても入る課に成り，決して「現象」其儘ではなV・。爾又後述する「R6ntgen活動爲

眞法」による時は，被槍内臓の運動三態を詳細に知る事は出回るけれども，之は経回

の上から日常臨床上に磨回する事は至難である。

 以上の他，被検内臓の運動伏況を槻察する：方法としては，Polisograph｛e（重複撮影

法）があるが，之はその慮用範團狭く，且時間的経過を同時に観察する事は出來ぬ。

以上述べた通りであるから，上記諸：方法の歓瓢を補ひ，一放のFilmの上に内臓の運

動厭態を，二子に，且正確に記録する事が出置るのは，斯のR6ntgenkyrnographie

在るのみである。

 Kymographieに依るR6ntge11像は内臓の運動状態を記録する許りでなく，運動の

大きさ，下聞的分析が出來，更にKyrnoscopを用ひて糊察する場合には，透硯像を、

眼前に見るのと略ft同様に随時随所に於て検査する事が臨來るのである。

 以上の理由により最近我palC於ても志賀，岩崎，山岡二等により相當盛んに研究され
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14 島津＝二最近「レントゲン」診臨界の趨勢

てるる。

 扱，Kymographieなる語は何を表はすかと云ふに，之はギ■シや語で「波を描く

方法」と云ふ事に當り，要するに運動の波の動きを見る方法「波動描爲法」と云ふ事

に回るとの事で，ζの装置を出してKymograph，影像をKymogrammと謂って居

る。

                第  四  圖

R：「レ」線管球

H：心  臓
So：固定細隙板

．Sv：移動細隙板
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Fv・移動「フィルム」

 d：細隙間隙
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      第  一  表

「フィルム」移動法と細隙移動法との特性比較

4被撮影禮の記鋒部分

5縁邊の「キモ」像

6細隙方向の蓮動の大きさ

7運動の時間的分析

「フイルム」移動法

等 速 移 動

不動固定

活動爲眞式

細隙相當部分のみ

階  段  的

確實に分り，藪個の蓮動の
大きさの雫均値を求め得る

可     能

一  一  一 、

細隙移動法
不 動 固 定

．導 速 移 動

「フォカループレンーシ‘ c
ター」式

登部が一度必ず記録せらる

稼邊に澹ひて行はる

大略は分るが，運動波型の傳

波を示すものである．

不  可  能

 此事は既に1912年Sabatに依って着想され獲表されkのであるが，同年之とは無

關係に斯界の大家Rosenthalが同じ考察のもとに論文．を獲表した。爾來4，三ノ’研

究が績けられたが學界の注目を招ぶ迄には至らなかった。

               一第9巻522一



島津＝最近「レントゲン」診断界の趨勢 15

 然るに1928年猫逸人S吐umpfは此方法の前途ある事を想到確信し，数年間の努力

の結果，初めて精巧なFl蕊chenkymogra1）hie「平面キモグラフ・一装置」の製作に成

功し，其の業績を後表したのである。氏の研究彊表三三，俄かに世界學者の注硯を聚

め以來此の方面に於ける研究蛮表は急に増加して來た。

 原理：Kymographie l’ま之を大別して

 「フィルムー移動法Sttifenkymographie

 細隙移動法   Kontinuierliche Kymogoaphie

としてみる。

 A 1）「フィルム」移動法

 管掌から放射されたR線は，被槍者運動臓器の二三（Rand）を透過して，固定さ

れた鉛製のSchlitz（細隙）を通過し，等速度で移動して居るFilmの上に運動を記

録させるのである。

   2）細隙移動法

 管球から放射されたR線束は，被検者運動臓器の縁邊を透過して，等速慶に移動

してみる鉛製の細隙を通過して，固定してみろ Film の．トに蓮動を記録するのであ

る。

 之等の方法に用ひる鉛製の細隙板は，12mmの間隔（へだたり）を置V・て・0・5mm

                   の巾に細長V・細隙を約24－34本鼓べた
 第五岡心臓「キモ」像（フィルム移重h法）
                   もので，長さは約24cmである。

 斯の細隙板を用ひて行ふ場合，R線の

曝射時間は，細隙板叉はFilmが此細隙

の一1副田を走る丈けの「長さ」であって，

換言すれば曝射時間，EPち照射時開と等

しい時聞で，この細隙の一展聞丈けが移

動する様にするのである。

 一1話間の細隙が移動すろノに要する時

間・即ち曝射時聞の撰定は郎皮槍内臓運

動の種類に依って種々蔓化させて行かね

ばならぬ。さて日常實施に徴って，之等

二方法の何れを撰ぶ旧きかは，被検運動

臓器の特性を考へ，各々の場合に高慮し

一第9巷523一一



16 島津＝最近「レントゲン」診断界の趨勢

た方法を探卜すればよろしく・例へば運動憎憎の時聞的分析を爲す場合とか，叉は他

の蓮動歌態検査法・例へばElektrocardiographieと心臓のKymographieとを同時に

施行する様な場合には，Fnm移動法の方がよろしく，叉他の場合，例人ば肺臓と横

隔膜運動との町回を四割する如き場合には，細隙移動法の方が三三とされて居る。

 F｛lrn移動法の場合には・その陰影が階段歌に成るので之をS tu fenkymographie

と云ふのであるQKymographie装置の詮明は省略する。

 ：B  Kymogra，nam襯察方法

 「キモグラム」を糊察するに當っては，「レントゲン．譜通爲眞と同様な讃影法に櫨る

事は出來なV・。この際は次の三黙に就て糊察する必要がある。

 1運動臓器縁の細隙方向蓮動の大きさ

 2蓮動臓器縁の蓮動波形，及び其傳達

 3 運動の時臨拍勺攣イヒ

 「フィルム」移動法に篠る1〈ymogrammは運動臓器の，細隙相當部分の蓮動の時間

的攣化を示し，

 細隙移動法によるKymogrammは，逓動臓器の全面的蓮動三態を表はす。

 この二つの事項は，Kymogramm三門に掌り毫も下るべからざる，最重要黙であ

ろ。この掘察要項に・立脚して，多くの生理的蓮動厭態のKymogramm規準を創り，

官能的（funktioneil）に，或は臓器的（organisch）に病的攣化を惹起して居るOrgan

の病的蓮動歌態を撮影し，之を正確に親察，計測して後，はじめて診噺，或は鑑別診

断に有力なる擦黙を：提供するのがKymogramm最絡の目的で有る。

 然らばKymogrammは如何なる方法で親察するか，之に三法があるQ

 ／肉眼的弓察及び計測法

 2Kymoscop 「キモ」像槻i察装置

 3Mil〈rophotometer微光度計

 Kymoscopを用ふる際1こは，此物に被検Kymogrammを懸垂せしめ，該影像撮

影時に於ける關係と全く等しき歌態に，即ち或はFillhを移動せしめ，叉或はKymo－

scOp上のSchl｛tzを移動せしめて，一定距離よ、り槻察するもので，斯くする時，槍

者の眼前に顯はるる影像は，該爲眞撮影時の被槍運動臓器の状態が其儘再現せらるる

事と成るりである。

 叉微光度計MikroPhotometerは被検爲眞像に表はれた黒白9）華異を詳細に・自働的

に二大記録するもので，Dellsographと稽へられ， Kymogrammを微細に二三し様と

              ． pa 9 ．t・一． 524一一



島津＝最近「’レントゲン」診飾界の趨勢 17

する際には是非必要なものである。

 臨床上の慮用

 1心臓疾患（各種疾患に賢し最も有意義）

 2大動脈

 3氣下枝

 4横隔膜

 5食 道

 6浩化管，特に胃臓

 7腎臓，輸尿管

 c  Kymographieの訣黙

 1・與へられた影像の階段的なること

 2．被槍内臓運動の全般をFilm上に表はすものでは無V・。臓器の室聞運動中，細

隙方向と並行な運動因子丈けで，共他の蓮動方向，例へば細隙方向と直角♂様な蓮動

因子は，再現せしむる事は不可能である。

 要するにKymographieはR6ntgen普通窮眞1，c依っては，到底不可能である内臓

運動を，影像として顯はす事が出下るのであるから，内臓の形態的予察に伽ふるに，

其の機能的観察を可能ならしめた黒占で，大いに劃期的な稻揚さる．べき方法と考へるの

である。本年の日本㌧ントゲン．．學會に於ても，此のKymogrammとElektrocardio一

’grammとの同時撮影による研究が，宿題報告として九大の山岡氏等に依って報告され

たのであった。

V 断面撮影法T・meg・aphie

 本法はChaoul及びGroSslp．annが1935年に護表して以來．學會から注目され績い

て多くの研究が獲表せられて居る。之 原理は既に1921年Franceに於てBocage氏

により獲表されてみたのである。以來

 BartelinkはR611tgensdmlttと稻し，

 Ziedsesは ntr lanigrap｝iie＝E｛ne Methocle zur r6ntgenographif chen Abbildung

   bestimmtell Schnittebenen des Objektes（雫面篇眞）

 Jankerはド6ntgenschichtver魚hren

 Langebeckmalmは］E〈6rperschichtaufnahmen

等と稻へて居るQ

              一三9そ警525一一一一



18 島津＝最近「レントゲン」診三界の趨勢

 本法を最も詳細に研究し，且粍巧な窟眞；を得る事に域回したのは初めに墾げた

ChaoulとGrossmannである。

 Grossn］ annは此のTomographieを叉R6ntgenologische I）arstellui〕9 voh

   Kδ・perschnitt・・（生酒1灘面の「レン、トゲン・舗爲）と去ひ・

 Chaoul は

   Eine nene Untersuchtmgsmethede in dei Lungendiagnostik， Aufnahme Von

   Schnitten und Schichten der Lunge

と云ってみる。帥ち何れも其目的とする斯は「生艦に於ける任意の深さの圓面圖」を

R6・tg・・線に依って撮影し様と企てたもので，從って本法を交「生幽1剖篇眞」等

と稽へて居る人もあり，前掲のR6ntgenl〈ymogrammが一枚のFilmの上に臓器の機

能を描爲するのとよき封照を成して居る。近年この二つの方法は最も興味あるRδnt－

gen検査法として多敷の研究が行はれて居るが，今後も省一層有釜な業績蛮表がある

．ものと想像される。

                第 六 圖

              断画撮影法原理

                一
黛・

R

x“

 x

“

x

K
x

×
N

x    ／V  ノ
t

7
ノ

7
，

グ

！

ノ

誕

x

ノ

9／

’

A2

  ／HX，

 x／ ” kx

，／ ”
’B2 A， N

v2 02 H2

 「フィルム」

一e一・

Ht Ol Vt

「7ル如

Bl

一第9巷526一一



島津；最近「レントゲン」診蜥界の趨勢 19

 以上述べた如く本法は生艦に於ける任意の深さの断面圖をR線に依って撮影する方

法であるが，「目的とする断面以外の影像」を理解するには尚一層槍討さるべき聞題

が残されて居り，現在猫論議されて居る黒占も有るのである。然しその論黒占を云々する

ことは本文の主旨では無いので之亦舷では述べぬ事とする。

 原理：圖表0を中心として廻縛する一本の軸の雨端に，R6ntgen管球とFilmとを

固定し，管球焦黒占ftよりf、・に移動するに從って， FilmがA，B，よりA2B，の位置

に移動する檬に設置する。今R6ntgen管球をflよりちに移動し乍らFiltnをAl

B1よりA2：B，に移動して撮影するならば，廻轄軸の中心0は管球とFilmとが共に

移動するに拘らす，管球とFilmとの間の關係に於て，常に等しい位置にあり，三っ

て0難の像はFilm AI BIに於てもA2：B2に於ても，常に一定の位置に投影し，四

球及びFilmが共に移動するにも拘らす0黙は「不動の黒占」と成．るQ

 次に艦の前面の黒Vの投影像は焦鮎がflの位置の場合にはViとなり， AI Bl

に於てBlに近く投影し，焦黒占がf2の位置の場合にはV2となりA2 B2に於てA2

に近く投影し，黒占Vの像はFilmの上に於てV1よりV2に移動し，「ボケ」を生

する事となる。

 同様に艦の背面の黒占H：の投影像は，焦黒占がflの位置の場合にはH1となり，Al

Blに於てA，に近く投影し，二黒占がf2の位置の場合にはH：2となり，A2 B2上に於

て，：B2に近く投影し，鮎Hの像はFilmの上に於てHlよりH，に移動し「ボケ

を生する事と成る。

 叙上の理由により廻三軸の中心0に，「撮影しようとする生艦の深さ」を一致させ，

管球及びFilmを移動し乍ら撮影する時は，希望の黙の像のみが鮮明に顯はれ，其の

他の部分の像をぼかして抹清し得るのであ沿。

 臨床的二三方面

 1肺  臓

欝騨
    肺  炎   1

    肺門部陰影のAnalyse

   腫瘍鑑別

2肋 膜 炎

3動 脈瘤
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20 島津＝最近「レントゲン診臨界の趨勢

4騒（勢門撮影）

5骨 組 織

6外科的領域

7腎石，膿石

8胃 癌etc．

．灘 綴

第  七  圖

     鰐先

             k
  （第二圖） 噺面撮影

  （第一圖と同一患者）

前胸壁よP8Cmの深さにある面を
特に描嚇せ’るもの．

；右側外部に強い陰影を認める。

縷

磯麟：：1：1

  ド い    オ

、．蝸ﾙ・

藩
尊盤辮「

r解
灘賎

   捧、続‘

霧譜

、癬麟 欄

  （第一圓） 胸部三三撮影

爾肺上葉部結核性浸潤あP，右

側は左側に比し病竈著明且大な

る陰影を認む。

VI「レン1・ゲン」活動：薦眞R6ntgenkinematograPhie

 Kymogrammに依れば被槍内臓の運動欺態を或程度迄には窺ひ知る事が出磨るが，

一三進んで其の響動ナ伏態を連績的に撮影して槻察する事が出回れば，「レントゲン．」の

馨學に封ずる貢献は倍々塘進ずる課である。この見地から「レントゲンー影像を活動爲

眞像として表現させ様と云ふ事は可成以前から企圖されて居たのである。

 「レントゲン」活動爲眞としては二法があり，その一つは「普通レントゲン窮眞」を

連績撮影する方法で，直接法と稻へてるる。併し此方法による時は30－40cmと云

ふ様な大きなFilmを蓮績的に動かす装置を必要とし，費用も莫大であり，又強力な

R線を連績的に被爲艦帥ち患者に曝射せねばならぬので皮膚に障碍を起す危瞼が多分

にある。故にこの方法が實用化する迄には未だ幾多の困難があると見られてるる。

              一一es 9 8 528一



島津二最近「レントゲン」診噺界の趨勢 21

 直接法に惜して他の方法を間接法と構して居る⊃本法は被爲艦，師ち羽撃内瞬の蓮

動を一旦螢光板に影出せしめ （丁丁の場合の如く），之を旧く鋭敏な「レンズ」を装

備した「カメラ」で撮影するのである。此：方法k’はFilmの大きさは35「ミリ」の標

準型が使用されるので，設備費，経常費共llC前法に比較すれば格段の相異があり實用

性があるのである。但し本法に於ては今述べた様に被爲艦の影像を直ちに「カメラ」

に印象せしめるのとは違ひ，螢光板上の陰影を撮影するのであるから，光力は非常に

弱くなるのである。

 活動爲眞を撮るのには短時聞に多数の「コマ」数を必要とし，少くとも1秒聞に16

一晶8駒を必要とする。從って被弾騰は極度1こ「明るい」と云ふことが必須別件になる

諜である。然し再三述べた如く「R6ntgen撮影」に1捌しては強力なR線を連綾的に

曝射させると云ふ事は，患者に封して最も避けねばならぬ事柄である。

 妓に於て「R6ntgen活動爲眞」を所期の鮮明慶に於て得ようとするには，中間膿であ

る螢光板の感度を極度に増大せしむる事とゴ他方「カメラ」の「レンズ」の感光度の

強V・ものを用ひると云ふ事が要求される。此二黒占の解決の成否は其儘「R6ntgen活動

爲眞」の田野を：決する事に成る課である。’

 之等の困難を克服する事は決して容易では無かったが，近來「アスカニア，レント

ゲン」撮影器が斯界に出現するに及び，年下の期待は漸く満たされるに至ったのであ

る。「アスカニア」會枇に於ては「カール，ツァイス」會枇の提供により最も明るV・「レ

ンズ」，Zeis9－R6ntgenbiotar 1：．0・85（焦黙距離5・5cm）を装置した特種撮影器を獲表

するに至った。

 本器に於ては毎秒の撮：影「コマ」数を減する的なしに，而も各「コマ」の露出時間

を長くする爲の特殊な装備に特徴がある。Filmは前述の如く35ミリ，若し16ミリ

の陽書を得たい場合には之から縮爲焼付すればよい。

 使用「フィルム」はKodakのPanatomic－Film， AgfaのPankine－H－FilM，等であ

り國産品にも可成良いものが出門てるる。

 螢光板はSuper－Astralが最良と云はれてるるが，螢光板の種類によりFilmを適

慮させて選べば好果を牧める事が出国る。

 撮影の際毎秒の「コマ」数は被楡臓器運動の種類によって適宜掛帯する必要がある。

叉撮影條件及び目的に依っては緩速度撮影装置又は高速度撮影装置を用ひれば一層便

利である。斯の如くして得られたる「R6ntgen活動爲眞」は濁り患者の診断に資する

許りでなく，講義材料として，叉研究材料として各方面に利便を與へる事であらう。
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22 島津・・最近「レントゲン」診噺界の趨勢

今やこの方面の研究の進歩に從ひ，像と音との同時撮影迄も成功し完全な「1・一ギー」

が大衆に示される程に成ったのである。

V皿 間接撮影法Indirekte Methode

 本法は螢光板上に表はれた影像を撮影する方法であるから，先に述べた「R6ntgen

活動爲眞」と藤原琿は等しV・のである。之に封しR線自身で直接に撮影する方法・帥

ち普通行はれてるる撮影法を直接撮影法と云ってみる。lR611tge11活動爲眞IJk Organ

を委しく槍査するのには絶好の方法には違ひ無いが，然し之は絆悟．ヒの負措の大き1瞳

ぎる事，叉R線負荷の多過ぎる黙等の理由から，良法であるにも拘らす日常一雌に普

及するには至らないのである。

 之に比較すれば本法は飴程簡軍である。EPち日常R6ntgen室で行はれてるる透視

響町と全く同様に，螢光板上に被瞼内臓を投影させ，此際顯はれた影像を，精巧な爲

墨田を通じてFilmに記録させる導けで宜V・のである。要するにR6ntgen普通爲眞

（直接撮影法）と相違するのは，本法に於ては被袖垣が「螢’光板上に顯はれたる

R6ntgen像である」と云ふ黙であって他は何等相違がない。

 本法を，Einzelaufnahme vtOII R6ntgenschirmbildernとしての礁用，つまり多1＼敷

を一緒に撮影すると云ふ特殊な場合に適用したのは1’io de」aneiroのAbreuであ

る。早いて1926年Jankerは同じくReihenuntersuchun9と1て Hitlerjugend或は

             第八圖 間接撮影法（原板大）

其の他の集團健康診断に月1ひて居り，Holfelder，13ranscheid∠穿その他多数の研究者

が此の方法を實施する様になった。戸閉に於ても亦，集團健康診断と云ふ蔀は近年非

常に喧しく唱へられて來た魚心上最近二，三の人に依って試みられ今後谷祖齢1領域

は損害さるエ傾向を持ってるる。

 何故本法が集團の健康診断に適用されるかと云ふに理由は二つある。

 その一つは本法による撮影操作は，撮影eC要する時間が非常に短かく（一時間に50
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一60人を撮影する事が出門る），從って短時闇に数百人の撮影を行ふ事が容易である。

 他の一つは費用の低廉と云ふ事である。之は三門機を用ひ，螢光板上に顯はれた影

像を撮影すると云ふ建前から，Filmの大きさが著しく小である爲に，引回の胸部三

四の約！5分の1と云ふ非漸ζ輕い負澹で凹む事である。併し乍ら本法の實施に當って

實際には尚困難な黒占もあるのである。その第一は螢光板上に顯はれる像の「明るさ」

を成可大にする必要がある事である。その爲，普通の透硯診断の際は先づ5 Millinip・

内タトで良かったR線の彊さが」・本法に慷る時は80－200－300Milliamp．と云ふ大電

流を必要とする。三って叉斯の様な大電流を長時聞に亘って連績便用出回る管球が是

非必要となる諜である。

 第二には螢光板上に顯はれた像を，出來る丈け明瞭に記録させる爲には最良の「レ

ンズ」を装置した三三機を必要とする事で，通鴬「コンタックス」級の高級・「カメラ」

を用ひる關係から，設備費に相當の額を投じなければならぬ。

 用ひる：Filmは35mm．大のもので，「パンク・」Filmが賞用されて居るQ

 以上述べた様な難黒占はあるが，最初に述べた通り集團を封照とする健康診噺は，民

族繁榮の上からも最も有意義な事であるから，本法は日を逐ひ盛んになって居る次第

であるQ

 本法に於ては撮影後の虚置も至って容易であるから，勢力の経濟となり，労々一人

前の費用が10－20鏡と云ふ低廉さである事は本法の非常な強味だと考へる。只此方

法を施行する上に伺一三の進歩を望むのは，

 ・1・より良き影像を得る爲の良き螢光板

 2・良きLens帥ち高級三三機

を得る事である。

 本法により作製されたFilmは三三糊察しても相當程度の露見を得る事が出來るが

術委しく検べるのには「Lupe」を用ひて個々の二見を回し，叉必要に慮じては此の

原板から引伸し焼付を行へばよい。

 又本法によつ、て若し疑はしき患者を三見した場合には，その個人丈けに直接撮影法

を實施すれば判然とした1伏態を知る事が出來う。

 三三に於ては現在は實に有史以來の非常時であり，人的資源の保護と向上とは一日

も忽にする事は寓來ぬ三態である。殊に昨今青少年の三位低下の叫ばるエ今日，結核

豫防の立場から集闘の健康診断に本法の三々適用されることを希望する次第である。
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